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本教材について

• 本教材は、学習者が「生成AI」を利用する際に気をつけておくべきこと、
避けるべきリスクを理解できるように制作された、「生成AIのリテラシー」を身につける教材です。

• 対象：中学校３年生～高校生（目安）
• 所要時間：15分～20分

概要

※本内容は、2023年11月時点の情報（弊社調べ）をもとに作成しております

提供物

ワークシート
(B4印刷サイズ)

投影用スライド 指導者用マニュアル

本資料
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本教材について

使用
方法

流れ
（使用方法
1,2共通）

はじめに
ワーク①
生成AIとは
何か考える

ワーク①
答え合わせ

ワーク②
利用時のリスク

を考える

ワーク②
答え合わせ

ワーク③
学校生活での活
用で考える

ワーク③
答え合わせ

おわりに
（振り返り）

2：自習教材として学習者だけで進める
（ワークシートを配布）

1：先生と一緒に進める

※本内容は、2023年11月時点の情報（弊社調べ）をもとに作成しております

1、2いずれかの方法でご利用ください

使用する
資料

ワークシート
(B4印刷サイズ)

ワークシート
(B4印刷サイズ)

投影用
スライド

指導者用
マニュアル



ワークシートの進め方
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はじめに

•Pepperのご挨拶を読み、下部にあるチェ
ックボックス欄を学習者に取り組ませて
ください。
•本ワークシート実施後に、このチェック
ボックスにチェックがつくようになるこ
とが目標です。
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①生成AIとは何か ワーク

•下部の選択肢から「実用化されている
AI」の個数を、学習者に考えてもらって
ください。
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①生成AIとは何か 解説

•上部の生成AIの解説を学習者に教授くだ
さい。

•表で生成AIの四分類と、実用化されてい
る場合は、提供されているサービスを記
載しています（2023年11月時点）。今後、
様々なAIが登場し、分類が変わる可能性
があることに言及してください。

•研究レベルで実施されている生成AIにつ
いては、ほんの一例ですが、以下の参考
文献を参照ください。

C F

【ニュース】
世界初のARスマートコンタクトレンズがテスト開始 | TEXAL TEXAL

【研究論文例】
「臨床XR（VR・AR・MR）における医用画像解析と（AI）・深層学習（DL）による臓器
自動抽出」
2019/01/25 日本医用画像工学会 杉本 真樹, 谷口 直嗣, 新城 健一
https://www.jstage.jst.go.jp/article/mit/37/1/37_22/_article/ -char/ja/

【研究論文例】
「話し方種別情報を含むテキスト対話を活用した表現豊かなテキスト音声合成」

人工知能学会論文誌 38巻 3号 F（2023年） 本間 幸徳 他

https://www.jstage.jst.go.jp/article/tjsai/38/3/38_38-3_F-MA7/_pdf

https://texal.jp/2022/06/30/worlds-first-ar-smart-contact-lenses-begin-testing/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/mit/37/1/37_22/_article/-char/ja/
https://www.jstage.jst.go.jp/article/tjsai/38/3/38_38-3_F-MA7/_pdf
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②利用リテラシーを身につけよう ワーク

•学習者に選択肢それぞれを、回答欄の
「リスク高」「リスク低」に分類させて
ください。

•学習者が選択肢の文言が分からない場合、
タブレット等で調べながらワークを行っ
てもかまいません。
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②利用リテラシーを身につけよう 解説

•ページ上部の文章を読んでから、「リス
ク高」「リスク低」の分類の答え合わせ
をしてください。

•その後、選択肢のリスクについての四分
類について、説明してください。
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③活用について考えよう ワーク

•記載されている4つの「困りごと」には生
成AIが活用できると考えられます。

•これらの困りごとに対して、生成AIを利
用するときに注意すべき点を、「②利用
リテラシーを身につけよう」で学んだこ
とを思い出して指摘するように学習者に
伝えてください。

•ただし、困りごと1については、「②利
用リテラシーを身につけよう」では出て
きていない注意点が登場します。
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③活用について考えよう 解説

•赤字部分を読みながら、「②利用リテラ
シーを身につけよう」の内容を見直すよ
う学習者に伝えてください。

•「困りごと1」については、生成AIを活用
できるチカラを伸ばすために重要です。
どんなAIを用いるときも、自らしっかり
と考えて生成AIに入力することで、出力
の質も向上することを伝えてください。
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まとめ ワーク

•冒頭の文章で、学習内容の振り返りを実
施してください。

•「はじめに」と同じチェックボックス付
きの文章が記載されています。学習者に
チェックボックスに記入をさせてくださ
い。

•チェックボックスの実施状況から、学習
者の理解度を確認してください。
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さいごに・・・Pepperからのメッセージ

•Pepperからのメッセージを読み上げ、学
習者（＝AIを利用する側）の知識やアイ
デアが大切という箇所に言及してくださ
い。
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